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■平和集会 進行（児童会）

①はじめのことば（児童会）
②児童会長あいさつ
③校長先生の話
④黙祷
⑤教職員と校外指導部保護者による読み聞かせ（ぞうれっしゃがやってきた）

～トイレ，水分補給～
⑥６年生修学旅行報告
⑦戦争体験談（体育館）
講師 野田敏伸 さん 黒木スマ子 さん
（グループに移動）
⑧三世代交流「戦争と平和」・・・進行（６年生）
・自己紹介
・戦争体験談（お年寄りの体験談）
・聞き取り
⑨感想発表・平和への誓い（学年１人）
⑩おわりの言葉（児童会）



地域の方の話を 聴く

講師 野田敏伸 さん 黒木スマ子 さん



校外指導部保護者と教職員による
読み聞かせ 「ぞうれっしゃがやってきた」



６年生修学旅行報告

スライドを使い発表



６年生修学旅行報告

＊実際に見て聴いて感じたこと＊



平和宣言 小原小学校 6年

私たちは、修学旅行で、戦争のおそろしさ、ひさんさ
を学びました。
（略）

“午前１１時２分。 原子爆弾が 投下された。（略）

長い間、その場に残り、人々を苦しめ続けました。

"その後、核兵器はさらに威力をましたものが作られ、
世界には１万発以上あります。

そして、今でも核兵器をもとうとする国があります。

原爆が落とされたら、どうなるか知った今、わたした
ちは、どの国も、核兵器をもたないでほしいと願う。



また、今、世界各地では、人と人が殺し合う 争いが
起きています。

"ウクライナとロシア、イスラエルとガザの戦争は、す
ぐに終わると思っていました。

でも、戦争は終わることなく、ずっと続いています。

国が戦争をはじめてしまったら、そこに住む人はいや
でも戦争にまきこまれ、苦しまされました。

行きたくなくても戦争に行かされています。

大切な人を失い、悲しんでいます。家族がなくなった
ら、もう二度と会えません。 （略）

平和宣言 つづき



食料もなく、病院にもいけない人もいて、ずっと苦し
んでいます。

さらに、今、ほかの国と国の間でも、きんちょうが高
まっています。

日本も、軍事力を増強しています。戦争への道を、ま
た歩もうとしているのではないかと心配です。

１度、はじまった戦争は、終わらせることがとても難
しいことを、私たちは知りました。

戦争をすると、かならずだれかが死にます。どの国も
戦争をしないでほしいです。

平和宣言 つづき



だからこそ、武力ではなく、話し合いで解決していかなけ
ればなりません。

平和な世の中を守り続けるために、私たちにできることは、

他の国の人のはだの色などで差別せず、仲よくすること

戦争のおそろしさを、だれかに話したり伝えたりすること

大人になっても、子どもたちにどれだけ戦争がこわいのか
を話すこと。

そして、１８才になったら選挙で、平和を大切にする人を
選ぶこと

今、いだいている思いをわすれずに、自分ができることを
考え、行動していくことを ここに宣言します。

２０２４年８月６日 国東市立小原小学校６年

平和宣言 つづき



グループに移動

三世代交流「戦争と平和」

自己紹介

戦争体験談（お年寄りの体験談）

聞き取り

車座になり、
じっくり話を聴く。
質問もたくさん出
ていました。









感想発表・平和への誓（学年１人）

地域の方のお話・おう
ちの方々の読み聞かせ・
６年生の思いに触れ、感
じたことや思ったことな
どを自分の言葉で伝えて
くれました。



ありがとうございました

こんなすてきな活動をありがとうござい
ました。

こんなに長く、語り続けてくれてありが
とうございました。

とても暑い中、準備をしてくださり、本
当にありがとうございました。

来年もこの「ありがとうございました」
が言いたい・・・・


